
予算新発田市の
まちづくりの4つの視点に
関する主な事業

平成31年度

【問合せ先】財務課財務係（☎28-9610）

　平成31年度の一般会計予算は、前年度比1億3千万円（0.3％）の増額となりました。
　これまで、まちづくりの柱に据えてきた「少子化対策」「産業振興」「教育の充実」の3つの視点による取
組を継続するとともに、新たに「健康長寿」の視点を加え、子育て支援や健康・医療・福祉などの市民サー
ビスに関わる経費を増額しました。

※農業集落排水事業特別会計及び下水道事業特別会計は、平成31年度から地方公営企業法を一部適用し、
企業会計（下水道事業特別会計）へ移行し、平成30年度末で会計を廃止しました。

※（　）内の数字は前年度の予算額です。

※平成31年度から、下水道事業会計に農業集落排水事業特別会計及び下水道事業特別会計を移行しました。

　市ではこれまで、「少子化対策」「産業振興」「教育の充実」の３つの視点をもとに、まちづく
りを進めてきました。中でも、人口減少に対応するため、少子化対策に力を入れたことで、一定
の成果を挙げることができました。
　今後は、人口減少に加えて「超高齢社会」への対策が必要となります。そのため、「健康長寿」
をまちづくりの新たな視点に加えて、取組を進めていきます。まちづくりの４つの視点に関わる
主な事業を紹介します。

◎ 一般会計　411億3千万円（前年度比0.3％増）

◎ 特別会計　204億8530万円

◎ 企業会計　134億1707万円

【新規】健康長寿アクティブプラン策定事業　１７７万円

【新規】（仮称）アクティブ交流センター改修事業　１００万円

【拡充】特定健康診査等事業　９０７０万円

【拡充】後期高齢者健（検）診事業　3767万円
※うち【新規】人間ドック費用の助成　320万円

※うち【新規】世界ジュニア卓球日本代表選手第1次選考会開催　180万円
【拡充】スポーツ＆カルチャーツーリズム推進事業　１２１６万円

【拡充】パラスポーツ振興応援事業　２２０万円

【拡充】市民のきずなを深めいのちを守る事業
（自殺対策事業）　８７万円

赤ちゃんから高齢者まで健康で元気に自分らしい生活を送れるよう、平均寿命を引き上げる
とともに、「健康寿命」の延伸に向けた計画を策定します

地域交流センターを「健康長寿」の拠点施設として整備するため、実施設計を行います

健康診査の実施による疾病の早期発見・治療のほか、生活習慣の改善に向けた取組を進めます

７５歳以上の高齢者の健康診査やがん検診の実施、人間ドック費用の助成を行います

ふるさと納税の寄附金などを活用し、障がい者スポーツの活動支援と
普及啓発に取り組みます

市民への啓発活動に加え、学校教職員や児童・生徒に向けた研修などを
実施し、地域全体で自殺予防対策に取り組みます

一般会計

歳出
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（42.5億円）

土木
45.1億円
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市税
114.9億円
（113.9億円）

国・県
支出金
80.5億円
（75.6億円）
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⑦ ⑥

1 　超高齢社会に対応するために、市民の皆さんが健康で元気に生きがいをもって自
分らしく暮らし続けることができるよう、「健康長寿のまち・しばた」を目指して取組
を進めます。健康長寿

市民のスポーツへの関心を高め、運動機会の増進につなげるため、国内トップレベルの
試合を観戦する機会を提供します



　地方への新しい人の流れを作る「地方創生」に向けた取組を、引き続き推進していきます。

「地方創生」を推進するための事業

まちづくりの4つの視点に関する主な事業

⑨ ⑧

【拡充】保育料等助成事業　９２５１万円【拡充】スクールサポート事業　９３５万円

【拡充】人口減少対策事業　１１６３万円

【継続】地域農産物等輸出促進事業　８００万円

【継続】ＤＭＯ活動トライアル事業　８５０万円

【継続】いじめ防止対策事業　２６５万円

【拡充】学校給食調理場施設整備事業　６０８３万円

【拡充】中学校コンピュータ教育推進事業　　５３７２万円

【継続】中学校補助教員派遣事業　　８３８万円

【拡充】小学校コンピュータ教育推進事業　１億５９０万円

【継続】小学校補助教員派遣事業　２２７５万円

【拡充】強い農林水産業づくり支援事業　１３６６万円

【継続】担い手育成総合発展支援事業　９５０万円

【継続】誘客促進事業　８５２万円

【新規】企業間連携促進（Ｓ
シ ー バ

ＳＩＢＡ）事業　９７万円

【新規】プレミアム付商品券発行事業　４億９６９７万円

【拡充】観光ブランド確立事業　１００万円

【拡充】子ども医療費助成事業　２億７７１７万円

【拡充】第３子以降学校給食費支援事業　1963万円

【拡充】児童クラブ運営事業　１億１６６万円

【拡充】こどもセンター事業　１７９８万円

【継続】婚活支援事業　３６５万円

第３子以降に加えて、３歳～５歳児の保育料の無料化に取り組みます
教員と子どもが向き合う時間を確保するため、中学校3校に授業の準備補助など
を行うサポートスタッフを配置します

移住セミナーや移住体験ツアーの開催に加え、首都圏から移住するための引っ越し費用を
補助します

農産物の新たな販路の開拓、アメリカやベトナムへのトップセールスなどを実施します

観光客の満足度調査を実施するほか、個人旅行客の受け入れ体制を整備します

いじめや虐待など子どもを守るＣＡＰプログラムを継続して実施します

アレルギー除去食などを含め、安全・安心な学校給食を提供するために必要な
施設整備を行います

小学校３校と中学校４校にタブレット端末を導入します

児童・生徒の学力向上を目的に、市が独自に雇用した教員を派遣します

農作物のブランド化に向けた施設整備、新たなブランド作物の創出を目指し、作付
拡大に対する補助を行います

農業の大規模経営を行う法人や新規就農者、販売力の強化を目指す生産者グルー
プを支援します

「ゴルフと温泉」をセールスポイントとした観光誘客や、格安航空会社の路線を活
用した誘客促進を図ります

市内にある各工業団地や企業が連携を図り、合同で共通課題の解決や雇用促進に
向けた取組を行います

対象年齢の子どもがいる世帯などに対して、プレミアム付商品券を発行します

阿賀北９市町村の観光資源を活用し、広域観光圏としての魅力の向上と誘客促進
を図ります

中学生までの通院医療費と入院費を助成するほか、高校生の入院費の無料化
に向けたシステム改修を行います

第３子以降の児童・生徒の学校給食費を補助します

放課後児童クラブにおける子育て環境を充実するため、優秀な指導員の確保に取り組みます

「イクネスしばた」を活用し、子育て世代に遊びや交流の場を提供するとともに、
子育てに関する各種サービス・講座を行います

独身男女の出会いイベントなどの実施に加え、１対１のマッチング事業を実施します

【継続】スポーツで子育て・定住促進応援事業　４５７万円
子どもたちが運動に親しむことができる環境を整えるほか、子どものランニングバイク大会
などを開催します

　これまでも、妊娠から就学まで一貫した支援策を行ってきました。引き続
き子育て世代の経済的負担の軽減や、子育て環境の充実に向けて取り組み、
「子育てするならやっぱり新発田」として選ばれるまちを目指します。

　未来を担う子どもたちを守り育てることは、まちづくりにおいて最も重要と
なります。子どもたちが夢や希望をかなえられるよう、安心して学び、生きる
力を身に付けることができる環境を整えます。

　産業の振興は、まちの魅力や地域経済を支え、安定した市民生活の基盤となります。
「稼げる」をキーワードに、観光分野や当市の基幹産業である農業分野を強化してい
きます。また、魅力ある「しごとづくり」や消費拡大に向けた取組を進めます。

24

3

少子化対策教育の充実

産業振興

※うち【新規】3歳～5歳児保育料の無料化　6567万円

※うち【新規】生徒用タブレットの導入　200万円

※うち【新規】アレルギー対応の充実　1300万円

※うち【新規】首都圏からの移住補助　780万円

※うち【新規】児童用タブレットの導入　398万円

※うち【新規】スクール・サポート・スタッフ配置　322万円
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